
事故事例６（一般乗合）降車しようとしていた高齢の乗客を見落として発進したため車
内で転倒

曜日・時間・天候 １２月１５日（月 ・１２時４５分・晴）
場 所 一般道 制限速度 ４０㎞／ｈ
道路の状況 乾燥 幅員６メートル
運 転 者 年齢４１歳 運転歴１２年９月
乗務開始～事故発 ６８ｋｍ
生の乗務距離
損 害 重傷者１名
事故概要
当該運転者は６時３分に運行管理者の点呼を受け６時８分に出庫し、その後、所定のダイヤに

より運行、１２時３２分定時に駅から車庫に向けて発車、途中のバス停留所において降車合図に
より停車し、前部ドアを開け降車客を待っていたが、降車口に来る者が見当たらないことから、
降車客はいないものと判断してバスを発進させた直後、車内で物音がしたのでバスを停車させた
ところ、中ドア付近に乗客（８５歳）が仰向けに転倒していた。

種 別 ・ 形 状 普通・リアエンジン
乗 車 定 員 ７４名
当時の乗車人員 ７名

推定原因 事故の要因 事故再発防止対策

運転者 運転者 運転者

発進時の車内確認 降車口に降車客が来ない ・特に、降車合図があり、降車客が
不十分 ので降車合図を押し間違え 見当たらない場合は、振り向いて

たものと勝手に判断し発車 車内の確認をするなど万全を期す
した。 るとともに、降車客の有無につい

て車内放送により確認する。
・降車合図があった場合、停留所に
停車した旨車内放送を行い、乗客
に知らせること。
・発車の際は、車内放送により発車
する旨車内放送を行い、乗客に知
らせること。
・発進、停止は緩やかなアクセル、
ブレーキ操作を心掛けること。
・車内全体の乗客の状況が確認でき
るよう車室内鏡の向きを調整する
こと。

運行管理

運転者に対し、輸送の安全確保に
ついて適切な指導監督の実施
・停留所における停止・発進時の基本的動

作（車内状況の確認等）の指導

・高齢者の行動・動作についての指導

適性診断結果に基づく適切な助言指
導の実施


